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文
化
薫
道ど

う

〜
文
化
の
風
が
吹
く
ま
ち

　ち
く
し
の
〜

ー
其
の
二
十
九   
ー

再さ
い

生せ
い

の
宝ほ

う

満ま
ん

山ざ
ん

平石坊の銘を刻む祠（ほこら）

　
古
代
か
ら
信
仰
の
山
で
あ
っ
た
宝

満
山
は
、
戦
国
時
代
の
争
乱
な
ど
で

江
戸
時
代
初
め
に
は
荒
れ
果
て
て
し

ま
い
、
修
験
の
山
と
し
て
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
い
た
と
『
竈
門
山
旧
記

（
か
ま
ど
や
ま
き
ゅ
う
き
）』(

竈
門

神
社
所
蔵)

に
伝
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
宝
満
山
を
万

治
元(

１
６
５
８)

年
～
元
禄
元(

１

６
８
８)

年
の
間
、
宝
満
二
十
五
坊

の
衆
頭（
し
ゅ
う
と
う
）と
し
て
務
め

た
平
石
坊
弘
有（
こ
う
ゆ
う
）は
、

延
宝
元(

１
６
７
３)

年
の
宝
満
宮

草
創
一
千
年
祭
を
機
に
山
の
復
興
を

行
い
、
活
気
に
満
ち
た
宝
満
山
へ
と

よ
み
が
え
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
宝
満
山
の
復
興
を
示
す
も
の

と
し
て
、
市
歴
史
博
物
館
で
展
示
し

て
い
る
市
指
定
有
形
文
化
財
「
寛
文

九
年
十
二
月
平
石
坊
権
大
僧
□
和
尚

銘
瓦
質
祠
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
祠

に
刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、
弘
有
が
寄

進
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

隆
盛
し
た
宝
満
山
修
験
道
で
す

が
、
明
治
元(

１
８
６
８)

年
の
神

仏
分
離
令
に
よ
っ
て
、
修
験
者
た
ち

は
山
を
下
り
る
こ
と
に
な
り
存
続
の

危
機
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
志
あ
る
修
験
者
た
ち
に

よ
っ
て
明
治
22(

１
８
８
９)

年
に

峯
入
行(

山
中
修
行)

が
再
開
、
さ

ら
に
昭
和
57
年
に
は
筑
前
国
宝
満
山

修
験
会
が
結
成
さ
れ
、大
護
摩
供(

だ

い
ご
ま
く
・
野
外
の
護
摩
法
要)

も

復
活
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
5
月
27
日（
日
）に
竈
門
神

社
境
内
で
大
護
摩
供
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
宝
満
山
修
験
道
再

生
ま
で
の
歴
史
と
文
化
を
ぜ
ひ
、
ご

体
感
く
だ
さ
い
。

※ 

「
□
」
は
欠
け
て
文
字
が
読
め
な

い
部
分
で
す
。

竈門神社境内での大護摩供の様子

問
い
合
わ
せ
先
／
文
化
財
課（
歴
史
博
物
館
内
）
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